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図 1 健常例と骨粗縣症例の椎イ本断面の骨梁構造の比較（文献2)より ）
健常例では骨梁の構造は太く分布は密であるが，骨粗縣症例の
骨梁は細〈分布は粗であり，穴空き構造が目立つ．
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NIH Image Ver. 1. 61を，筋の計数には ExcelVer. 
5. 0 (Microsoft)を使用した．
3.結果
































関係（相関係数； 0.404, P値； 0.545) が，視覚によ
る評価法による結果（相関係数； 0.683, P値； 0.238) 
よりも低くなり，計測値のばらつきも大きくなった．
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